
一日の食餌中の無機成分量の検討

吉　渡　ヨシエ・木
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尺 翠・江　後　迪　子

　　Study on MineraI Contents of Daily Foods

YosHIE YosHlwATAnl，MIDORI KIDo and MlcHIKO EGO

　　NVe analyzed standard invalid food in hospitals and food in ordinary familiesin order to examine

the contents of inorganic substances (Ca，P，Fe，Na，K，Mg，Cu and Zn)in it.And we compared the

actually measured values with calculation values in the new version of Japanese Standard Food

Composition Table｡

　　As a resultthe measured values of Ca，Na and K were not correlated with the calculation values

in the case of P＜0.01(We omitted a detailed explanation of Mg, Cu and Zn,)The measured values of

Ca were higher than the calculation values. This seemed to be caused by Ca contained in city water.

The measured values of P and Fe were within an acceptable error range｡

　　0n the other hand, the measured values of Na and K were lower than the calculation values. Na

values actuany measured were nuctuating，and amount of K seemed to be consumed when food had

been cooked.

　　　　　　　　　緒　言

　近年，無機成分については，病態栄養学上か

らも，また健康維持という観点からもその重要

性が再認識されてきている。

　一日の食餌中の無機成分量を知るには，日本

食品標準成分表1)から計算によって求めるのが

一般的であるが(以下計算法とする)，成分表値は

標準値であるため実際に摂取した食品中の無機

成分量との誤差がかなりあると推察される2)。

加えて食品を調理することによる無機成分の損

失も考えられるが，個々の食品の調理後の重量

を知ることが困難なため調理後の食品成分値よ

り摂取無機成分量を計算することは，ほとんど

行なわれていないので，原材料からの調理によ

る損失の把握がむつかしい。

　このような計算による方法以外に，摂取され

た食事と同じものを試料として化学的に分析す

る方法がある(以下分析法とする)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－１

　今回は，栄養にかかわりの多いカルシウム，

リン，鉄，ナトリウム，マグネシウム，銅，亜

鉛(以下元素記号で記す)について計算法と分析法

それぞれの結果を求め，その量について検討す

ることを目的として本研究を行なった。

　また，対象とした病院普過食と一般家庭食よ

り一日に実際に摂取されている無機成分量を知

り所要量や適正量に対する過不足について併せ

て検討した。

　　　　　　　　　調査方法

対象とした食餌

　大分市内および別府市内の病院普通食10口

分,大分県豊後高田市の一般家庭の食餌８口分，

それぞれ一日分の全食餌をあらかじめ用意した，

容器に集め,廃棄の必要な部分(例,果物の皮など)

を除いて分析用試料とした。
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表１　病院普通食献立例

　　　　（朝）　　　　　　　　（昼） (夕)

食タヴ{胆≒∠ﾄﾞ1?U

　　　じゃがいも　60ｿ
谷川

　　　ﾏｮﾈｰｽﾞ　15

牛　乳　　　　　　200

ごはん　米　　　　110

　　　　魚　　　　　80
　　　　さや豆　　　15
煮　魚　人　参　　　20

　　　1

さとう　　　５
　　　　醤　油　　　８

　　　　ニ　ラ　　　15
　　　　キャベツ　　40

卵とじ　ふ　参　　　3a

　　　l

油　　　　　３
　　　　塩　　　　0.7

　　　　みそ　　　　20

y
/勁　　呂

　　　　ねぎ　　　　２

ごはん　米　　　　110

　　　　牛　肉　　　30

　　　　じゃがいも　80
　　　　玉　葱　　　40

肉じゃが夕ん九く　13

　　　　油　　　　　５
　　　　さとう　　　８

　　　|

醤　油　　　10

　　　　もやし　　　50
　　　　きゆうり　　20
酢　物　紅生が　　少々

　　　↓

さとう　　　５
　　　　酢　　　　　５

果　物　甘夏　　　100

漬　物　たくあん　　20

＊数値の単位はｇ

計算法

　献立表にもとづき，日本食品標準成分表1)よ

りCa，P，Fe，Na，K量を求めた。調理後の成

分値の掲載されている食品については，重量は

生の食品重量を用いてその数値を基とした。ま

た，Mg，Cu，Znについては報告3),4),5),6),7)を基に

算出した。

　献立表の一例を表１に示す。

分析法

　一日の食餌の総重量を秤量後，脱イオン水を

倍量加えてミキサーで十分にホモジナイズした

後，その一定量を秤取した。その後，直接灰化

し(550°C)塩酸溶液とした8)。

　各無機成分の定量方法は,Caは過マンガン酸

定量法8)，Pはモリブデン青法8)，Fe，Na，K，

Mg，Cu，Znは原子吸光法(島津原子吸光フレーム

分光光度計AA－630－01型使用)によった。

　　　　　　　結果および考察

　病院普通食，一般家庭食の計算値および分析

値の結果を表２，表３に示す。

　病院普通食に冶いては，計算値と分析値の相

関は,P<0.01で有意差を認めた無機成分に,Ca，

Na，K，Mg，Znがあった。 Mg， Cu，Znにつ

いては計算値算出のための資料が必ずしも充分

でない場合もあり，また，調理後の分析値は。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－２

ほとんど見あたらなかったため

詳細な検討は省略する。

　表２および表３すなわち病院

普通食，一般家庭食全計算値と

全分析値をとおして検討した場

合は，Ca，Na，KについてP

　<0.01で有意差が認められた

　(Znは前述に従って省略する)。

　個々の元素についてみると，

Caは病院普通食,一般家庭食と

も計算値に比べ分析値が高く，

このことは,Caが調理による損

失の少い元素であり9)'1o)'11)，こ

れに加えて水道水よりかなりの

摂取Caがあるとされているこ

と12)を考慮すれば，ほぼ見合うものと考えられ

る。ＰおよびFeは，多少のバラツキはあるもの

の誤差範囲内にあると考えられる。 Naおよび

Ｋは，いずれも計算値に対して分析値が低い結

果となった。Naについては,調理による調味料

の変動が考えられる。(例･塩による下処理，煮汁な

ど)Ｋは，調理による損失の大きい元素であ

り9),10),13計算値と分析値の差が大きかったこと

は，実際の調理におけるＫ量が，食品成分表値

の調理後のＫ量より更に損失が大きいのでは

ないかと推察した。

　次に，病院普通食，一般家庭食の計18例の計

算値平均，分析値平均から一日の無機成分摂取

量について検討した結果は，表４のとおりであ

る｡栄養所要量14)および寺岡ら6)の文献値より一

日の無機成分適正量が示されてあるが，今回の

計算値，分析値両者を勘案して比較すると，摂

取無機成分量と文献値がほぽあてはまるもの

は，Ca，P，Fe，Cuであり，低かったものは，

Ｋ，Ｍｇであった。 Naについては，文献値は調

味料が加えられていないために分析値より大幅

に低いのではないかと考えられる。また，一般

家庭食のN(18は，生あみや生ひじきの多量摂取

によるCa量，N(13は，みそやねり製品により

Na量が高くなったものと推察される。病院普

過食においては，Na6はCa剤使用などが配慮

されているにもかかわらず総摂取量は，あまり
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表４　一日の摂取無機成分量

Ｂ浦ｄ鏑好Ｂゆ卸h咄咄妙鋤nioy Co1㈲e，4（1985）

元　素　名 Ca　　　　P　　　　Fe　　　　Na　　　　K　　　　Mg　　　Cu　　　Zn

計算値平均 597.6　　　953.5　　11.8　　5354.5　　2404　　　155.2　　1.3　　16.1

分析値平均 860.0　　　891.7　　10.4　　3712.7　　1615　　　177.0　　1.3　　　7.9

文　献　値6） 660　　　1200　　　14　　　　380　　　3200　　　300　　　1.6　　15

文　献　値14） 600　　　　　　　　　10

注１計算値,分析値は病院10日,一般家庭８日

　　計18日分平均値

高くなかった。

　以上，病院普通食と一般家庭食についてみる

と，家庭の食餌は，病院に比べて摂取量のバラ

ツキが大きいといえる。

　なお，調理前の食品の無機成分量と調理後の

食餌中の無機成分量については，今後検討した

いと考えている。

　　　　　　　　　要　　約

　病院普通食10口分，一般家庭食８日分につい

て食品成分表による計算値と実際の食餌の分析

値について比較検討した。

　計算値と分析値の間には，Ｐく0.01において

Ca，Na，Kに有意差が認められた。 Mg， Cu，

Znについては詳細な考察を省略した。

　個々の元素については,Caは計算値に比べて

分析値が高く，水道水中のCaの影響を推察し

た。 P， Feは誤差範囲内であった。 Ｎａ，Ｋは計

算値に比べて分析値が低かったが,Naは変動が

大きく，Ｋは実際の調理による損失がかなり大

きいものと推察した。

　一般家庭の食餌は，病院普通食に比べて一日

の摂取無機成分量の幅が大きかった。

　終りに臨みご指導いただきました農林水産省

食品総合研究所分析研究室長堤忠一先生ならび

に統計処理についてご指導いただきました本学

赤峯良信先生に深謝いたします。

　本研究の要旨は，昭和58年度日本栄養・食糧

学会西日本支部大会で発表した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－５
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